
大
阪
府
保
険
医
協
会
は
７
月
31
日
、
厚
生
労
働
省
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
懇
談
し
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類

似
薬
の
一
部
保
険
外
療
養
（
配
慮
措
置
）
に
つ
い
て
、
有
識
者
に
よ
る
技
術
的
検
討
会
で
議

論
中
の
制
度
設
計
を
め
ぐ
り
疑
問
や
懸
念
を
伝
え
ま
し
た
。
懇
談
は
辰
巳
孝
太
郎
議
員

（
衆
・
共
産
）
事
務
所
の
仲
介
で
実
現
。
協
会
副
理
事
長
の
井
上
美
佐
氏
、
大
阪
市
内
の
皮

膚
科
開
業
医
・
今
井
康
友
氏
、
難
病
（
魚
鱗
癬
）
患
者
の
家
族
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
５
月
29
日
に
正
常
分
娩

の
標
準
的
な
費
用
を
公
的
医
療

保
険
の
給
付
対
象
と
し
、
妊
婦

の
自
己
負
担
を
原
則
ゼ
ロ
に
す

る
と
し
た
改
正
健
康
保
険
法
が

成
立
し
た
。
し
か
し
、
今
年
７

月
30
日
に
保
団
連
の
細
部
千
晴

理
事
も
招

き
大
阪
府

保
険
医
協

会
産
婦
人

科
部
会
と

厚
生
労
働

省
と
の
間

に
持
た
れ
た
「
正
常
分
娩
の
保

険
適
用
に
関
す
る
厚
生
労
働
省

要
請
」
に
於
い
て
か
ね
て
よ
り

周
産
期
現
場
が
懸
念
し
て
い
た

分
娩
費
無
料
化
の
以
下
の
如
き

問
題
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

最
大
の
根
本
的
欠
陥
は
、
医

療
行
為
と
生
活
実
費
の
「
線
引

き
」
が
あ
い
ま
い
な
ま
ま
、
単

に
分
娩
費
の
み
を
給
付
対
象
に

据
え
た
点
に
あ
る
。
こ
の
不
透

明
な
制
度
設
計
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
政
府
や
メ
デ
ィ
ア
は
「
自

己
負
担
ゼ
ロ
」
と
い
う
過
度
な

イ
メ
ー
ジ
を
喧
伝
し
、
世
間
に

は
「
出
産
の
入
院
費
用
全
般
が

タ
ダ
に
な
る
」
と
い
う
致
命
的

な
誤
認
が
広
が
っ
た
。

こ
の
誤
認
は
、
施
設
維
持
に

必
要
な
実
費
等
を
請
求
せ
ざ
る

を
得
な
い
現
場
に
対
す
る
「
医

療
機
関
バ
ッ
シ
ン
グ
」
を
誘
発

し
か
ね
な
い
。
高
ま
っ
た
批
判

世
論
を
盾
に
、
行
政
指
導
等
を

通
じ
て
自
費
部
分
に
ま
で
不
当

な
上
限
設
定
や
強
制
的
な
値
下

げ
を
迫
る
無
責
任
な
政
策
運
営

す
ら
強
く
懸
念
さ
れ
る
。

現
場
の
実
態
を
無
視
し
た
価

格
統
制
の
影
響
は
凄
ま
じ
い
。

日
本
産
婦
人
科
医
会
の
調
査
で

は
、
保
険
適
用
化
に
伴
い
最
悪

で
全
国
の
分
娩
取
扱
施
設
の
約

６
割
（
59
・
６
％
）
が
「
分
娩

取
り
や
め
」
を
検
討
す
る
と
回

答
し
た
。
さ
ら
に
日
本
産
科
婦

人
科
学
会
の
調
査
で
も
、
２
０

３
０
年
に
現
在
と
同
水
準
の
産

科
救
急
お
よ
び
自
然
分
娩
応
需

体
制
を
維
持
可
能
と
回
答
し
た

都
道
府
県
が
「
皆
無
」
と
い
う

絶
望
的
な
予
測
が
示
さ
れ
て
い

る
。周

産
期
医
療
の
基
盤
そ
の
も

の
が
す
で
に
崩
壊
の
危
機
に
瀕

し
て
い
る
の
だ
。

現
場
の
コ
ス
ト
や
リ
ス
ク
を

押
し
つ
ぶ
し
、
医
療
機
関
の
犠

牲
の
上
に
成
り
立
つ
「
見
せ
か

け
の
無
料
化
」
は
、
地
域
か
ら

分
娩
施
設

を
消
し
去

り
、
深
刻

な
「
出
産

難
民
」
を

生
む
医
療

崩
壊
を
確

実
に
助
長
す
る
。

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
優
先
の
政

策
姿
勢
を
直
ち
に
正
し
、
現
場

が
存
続
で
き
る
現
実
的
な
制
度

へ
再
設
計
す
る
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
。

保
険
医
協
会
か
ら
は
、
Ｏ
Ｔ

Ｃ
類
似
薬
と
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
と

で
保
険
病
名
が
大
き
く
異
な
る

例
を
挙
げ
、
線
引
き
の
基
準
を

質
し
つ
つ
、
カ
ル
ボ
シ
ス
テ
イ

ン
を
例
に
、
医
療
用
医
薬
品
の

効
能
・
効
果
が
上
気
道
炎
や
気

管
支
喘
息
、
肺
結
核
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
一
方
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬

品
は
「
た
ん
」
の
み
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
一
律
に
追
加

負
担
の
対
象
に
な
り
か
ね
な
い

点
を
指
摘
し
ま
し
た
。
同
じ
成

分
で
も
慢
性
副
鼻
腔
炎
や
気
管

支
喘
息
な
ど
重
い
疾
患
に
使
わ

れ
る
場
合
が
あ
る
と
し
て
線
引

き
は
乱
暴
だ
と
訴
え
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
デ
ュ
ピ
ク
セ
ン

ト
（
デ
ュ
ピ
ル
マ
ブ
）
の
よ
う

に
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
併
用
処
方

が
保
険
算
定
要
件
と
な
っ
て
い

る
薬
剤
に
つ
い
て
、
併
用
薬
ま

で
追
加
負
担
の
対
象
と
な
れ
ば

現
場
が
混
乱
す
る
と
の
懸
念
も

示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
厚
労
省
は
、

①
保
険
外
療
養
制
度
は
成
分
単

位
が
立
法
事
実
で
あ
り
疾
患
ベ

ー
ス
で
は
な
い
こ
と
、
②
配
慮

の
「
通
年
」
は
１
年
間
の
使
用

実
態
確
認
と
な
る
こ
と
、
③
指

定
難
病
の
公
費
負
担
医
療
の
範

囲
内
で
あ
れ
ば
配
慮
対
象
と
な

り
得
る
と
回
答
。
一
方
で
、
保

険
医
協
会
か
ら
の
要
請
項
目
に

つ
い
て
は
「
一
つ
の
意
見
と
し

て
受
け
止
め
る
」
に
と
ど
ま
り

ま
し
た
。

難
病
患
者
の
家
族
か
ら
は
、

厚
労
省
が
示
す
配
慮
の
「
通

年
」
基
準
は
、
同
一
の
医
薬
品

を
１
年
間
使
用
し
続
け
て
い
る

か
ど
う
か
で
判
断
さ
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
、
基
本
的
に
は
症
状

に
応
じ
て
処
方
薬
が
変
わ
る
た

め
「
通
年
」
要
件
に
な
じ
ま
な

い
と
指
摘
。
さ
ら
に
保
険
医
協

会
か
ら
も
、
内
服
薬
の
通
年
処

方
は
患
者
の
５
・
２
％
に
と
ど

ま
る
と
の
厚
労
省
デ
ー
タ
（
令

和
６
年
）
を
挙
げ
、
機
械
的
な

線
引
き
に
異
議
を
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
一
律
に
配
慮
対
象
外

と
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い

る
湿
布
に
対
し
て
、
痛
み
止
め

は
様
々
な
疾
患
で
必
要
と
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
一
律
の
取
り

扱
い
は
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど
重

症
患
者
の
治
療
継
続
を
困
難
に

し
か
ね
な
い
と
懸
念
点
を
指
摘

し
ま
し
た
。

保
険
医
協
会
は
今
後
も
「
一

部
保
険
外
療
養
」
は
既
存
の
保

険
給
付
を
切
り
崩
す
も
の
で
あ

り
、
患
者
負
担
の
増
加
は
受
診

抑
制
に
つ
な
が
る
と
し
て
、
制

度
創
設
そ
の
も
の
の
撤
回
を
求

め
て
い
き
ま
す
。

厚
生
労
働
省
の
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類

似
薬
の
保
険
給
付
の
見
直
し
の

実
施
に
向
け
た
技
術
的
検
討

会
」
は
８
月
５
日
、
対
象
77
成

分
・
１
０
４
２
品
目
に
つ
い
て

の
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
を
公

表
。
①
対
象
医
薬
品
の
線
引
き

（
効
能
・
効
果
が
Ｏ
Ｔ
Ｃ
に
な

い
場
合
は
負
担
対
象
外
と
す
る

等
）
②
別
途
負
担
を
求
め
な
い

患
者
・
療
養
の
範
囲
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

配
慮
措
置
（
負
担
対
象
外
）

と
さ
れ
た
の
は
、
（
１
）
18
歳

年
度
末
ま
で
の
こ
ど
も
、

（
２
）
が
ん
患
者
・
指
定
難
病

患
者
・
国
の
公
費
負
担
医
療
の

対
象
者
の
対
象
疾
患
へ
の
使

用
、
（
３
）
入
院
患
者
へ
の
使

用
（
退
院
時
を
含
む
）、（
４
）

検
査
・
処
置
・
手
術
等
に
伴
う

14
日
分
ま
で
の
処
方
、
（
５
）

医
師
が
長
期
使
用
等
を
医
療
上

必
要
と
認
め
る
場
合
（
内
服
薬

は
年
間
処
方
日
数
が
お
お
む
ね

50
週
が
目
安
）、（
６
）
生
活
保

護
受
給
者
へ
の
使
用
の
６
類
型

で
す
。

こ
の
う
ち
、（
５
）「
長
期
使

用
」
の
類
型
に
お
い
て
は
、
同

一
薬
剤
の
通
年
使
用
が
判
断
基

準
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
ほ
と

ん
ど
の
慢
性
疾
患
患
者
が
対
象

外
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
鎮
痛

消
炎
剤
の
外
用
薬
と
ス
テ
ロ
イ

ド
外
用
薬
・
保
湿
剤
は
、
使
用

期
間
に
関
係
な
く
原
則
全
て
別

途
負
担
の
対
象
と
さ
れ
ま
し
た

（
ご
く
一
部
に
経
過
措
置
あ

り
）。別途

負
担
の
対
象
と
す
る
か

の
判
断
基
準
に
は
医
学
的
な
根

拠
が
な
く
、
医
療
費
削
減
の
た

め
の
一
方
的
な
線
引
き
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
「
中
間
と

り
ま
と
め
」
の
内
容
は
医
療
の

個
別
性
を
無
視
し
て
お
り
、
臨

床
実
態
と
大
き
な
齟
齬
が
生
じ

て
い
ま
す
。

ま
た
８
月
27
日
の
社
会
保
障

審
議
会
で
は
、
院
外
処
方
の
実

務
フ
ロ
ー
が
示
さ
れ
ま
し
た

（
図
）。
医
師
は
、
処
方
箋
に

別
途
負
担
の
対
象
か
否
か
の
記

載
と
、
別
途
負
担
の
対
象
外
と

す
る
場
合
は
そ
の
理
由
を
レ
セ

プ
ト
に
記
載
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
「
長
期
使
用
」
を
理
由

と
す
る
場
合
は
、
医
師
が
最
低

６
カ
月
間
の
症
状
の
持
続
又
は

反
復
と
使
用
継
続
を
お
薬
手
帳

等
で
確
認
し
た
上
で
、
そ
の
後

も
通
年
使
用
が
必
要
と
判
断
す

る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

保
険
薬
局
は
、
患
者
へ
別
途

負
担
を
説
明
し
薬
剤
費
の
４
分

の
１
を
徴
収
し
ま
す
。
た
だ
し

追
加
負
担
の
判
断
は
医
師
が
行

う
た
め
、
薬
剤
師
か
ら
医
療
機

関
へ
疑
義
照
会
が
行
わ
れ
る
な

ど
の
ト
ラ
ブ
ル
発
生
は
必
至
で

す
。厚

労
省
は
、
来
年
３
月
の
施

行
に
向
け
９
月
中
に
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類

似
薬
の
一
部
保
険
外
療
養
の
仕

組
み
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め
る

予
定
で
す
。

図　OTC類似薬の一部保険外療養の実務フロー（院外処方の場合）


